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「滋賀県放課後児童クラブ実態調査」結果について 

 
 令和３年度に実施した「滋賀県放課後児童クラブ実態調査」結果の概要は、以下のとおりでした。 
 
１．調査の目的 

  放課後児童クラブの現場の職場環境の実態、放課後児童支援員等として働くことへの不安や職

場等に望むことなど幅広く実態を調査・分析し、今後の効果的な放課後児童クラブの質の向上の

取組みに繋げることを目的に実施しました。 
 
２．調査の概要 

（１）調査対象 

①放課後児童クラブ運営者：県内に所在する全放課後児童クラブ事業者 
 ②放課後児童支援員   ：県内の放課後児童クラブ（①）に勤務する全放課後児童支援員 

  ③補助員        ：県内の放課後児童クラブ（①）に勤務する全補助員 
  ④事務職員       ：県内の放課後児童クラブ（①）に勤務する全事務職員 
 
（２）調査期間 

令和３年６月 14日（月）から令和３年６月 30日（水）まで 
 
（３）主な調査内容 

①放課後児童クラブ運営者：平均利用者数、施設面積、資質向上・職場定着の取組、 
処遇改善状況 

②放課後児童支援員   ：労働環境の現状、今後の就業意向 
③補助員        ：支援員としての就業希望、労働環境の現状、今後の就業意向 
④事務職員       ：支援員としての就業希望、労働環境の現状、今後の就業意向 

 
（４）回収結果 

区分 配付数 有効回答数 有効回答率 
①放課後児童クラブ運営者調査 376 件 232 件 61.7％ 

②放課後児童支援員調査 1,313 件 889 件 67.7％ 

③補助員調査 1,436 件 746 件 51.9％ 

④事務職員調査 61 件 31 件 50.8％ 
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３．調査結果の概要 

（１）放課後児童クラブ運営者調査 

①施設に関すること 

・１日当たり平均利用者数は、「21～30 人」が 23.1％で最も多く、次いで「31～40 人」が 16.4％

で続いています。 

・「放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準（以下「基準省令」）」で一の支援単位を

構成する児童の数は、おおむね 40 人以下とされていますが、41 人以上の支援単位がある理由

は、「既存施設の構造上、支援単位を分割できない」が 52.6％で最も多く、次いで「児童の急増」

が 39.5％で続いています。 

（１）－１ １日当たり平均利用者数 

 

  

 

 

 

 

（１）－２ 41 人以上の支援単位がある理由 

 
 
 
 
 
 
 

・児童１人当たりの専用区画面積は、「2 ㎡～3㎡未満」が 31.3％で最も多く、次いで「1.65 ㎡～

2 ㎡未満」が 22.4％で続いています。 

・基準省令で児童１人当たりの専用区画面積は、おおむね 1.65 ㎡以上とされていますが、児童１

人当たりの専用区画面積で 1.65 ㎡未満の支援単位がある理由は、「空き教室や空き店舗等の新

たな設備がない」が 47.6％で最も多く、次いで「児童の急増」が 42.9％で続いています。 

（１）－３ 児童１人当たりの専用区画面積 

  

 

 

 

（１）－４ １．６５㎡未満の支援単位がある理由 

 

 

 

 

 

 

全体（n=464）

合計 9.7 23.1 16.4 6.0 4.3

0.4

40.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20人以下 21～30人 31～40人 41～50人

51～60人 61人以上 無回答

全体（n=268）

合計 11.9 22.4 31.3 13.1 10.4 4.1 6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.65㎡未満 1.65㎡-2㎡未満 2㎡-3㎡未満 3㎡-4㎡未満

4㎡-5㎡未満 5㎡-6㎡未満 6㎡以上

16.2 38.6 27.4 10.0 7.2 0.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

無回答を除いて
100％に換算 

空き教室や空き店舗等の新たな設備がない

児童の急増

既存施設の構造上、分割できない

新たに施設整備をする財政余力がない

施設整備が追い付いていない

無回答

放課後児童支援員不足

今後、子どもの数が減少することから施設整備を躊躇している

その他

そもそも分割については検討したことがない

全体（n=21） （単位：％）

47.6

42.9

38.1

33.3

23.8

23.8

9.5

4.8

4.8

-

0 30 60
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②職員に関すること 

・放課後児童支援員の配置状況は、現状は「２名」が 43.3％で最も多く、次いで「1名」が 24.1％

で続いています。 

・理想では、「２名」が 39.0％で最も多く、次いで「３名」が 33.8％で続いています。 

・放課後児童支援員を２名以上配置できていない理由は、「放課後児童支援員不足」が 76.9％で最

も多く、次いで「求人に応募がない」が 49.2％で続いています。 

（２）－１ 放課後児童支援員の配置状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）－２ 放課後児童支援員を２名以上配置できていない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

・職員の資質向上の取り組みについて、現在取り組んでいることをみると、「研修の実施」が 92.2％

で最も多く、次いで「職員間の信頼関係づくり、良好な人間関係づくり」が 76.7％で続いてい

ます。 

・今後取り組みたいことをみると、「休憩時間や休日が取得しやすい、働きやすい環境づくり」が

59.5％で最も多く、次いで「リーダーの養成」が 58.2％で続いています。 

（２）－３ 職員の資質向上の取り組み 

＜現在取り組んでいること＞          ＜今後取り組みたいこと＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：％）

全体（n=464）

０名 １名 ２名 ３名 ４名 ５名 ６名 ７名 無回答

0.6

24.1

43.3

18.8

6.5

1.7 1.3 0.9
2.8

- 1.1

39.0

33.8

10.8

4.7
2.4 1.9

6.3

0

25

50

平均人数

■現状：2.2人

■理想：2.9人

放課後児童支援員不足

求人に応募がない

採用してもすぐに退職する

無回答

市町の条例で認められているため

その他

全体（n=65） （単位：％）

76.9

49.2

27.7

16.9

12.3

3.1

0 50 100

研修の実施

職員間の信頼関係づくり、

良好な人間関係づくり

休憩時間や休日が取得しやすい、

働きやすい環境づくり

リーダーの養成

相談窓口の設置

給与や処遇改善による

優秀な人材の確保

正規職員の増加

先進的な取組をしている

他施設への見学

全体（n=232） （単位：％） 全体（n=232）

92.2

76.7

51.7

36.6

34.1

32.3

22.0

13.8

050100

54.3

46.6

59.5

58.2

25.9

49.1

32.8

31.0

0 50 100
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・過去３年間に自己都合で退職した放課後児童支援員等の勤務年数別人数は、年々増加しており、

令和２年は 313 人で平成 30 年の 2.5 倍となっています。 

・また、いずれの年も「３年未満」の退職者が７割を超えています。 

・職員の職場定着のため現在取り組んでいることは、「職員間のミーティングの充実」が 76.3％で

最も多く、次いで「職場の和やかな雰囲気づくり」が 66.4％で続いています。 

・今後取り組みたいことは、「休暇を取得しやすい環境整備」が 52.6％で最も多く、次いで「職場

の和やかな雰囲気づくり」が 42.7％で続いています。 

（２）－４ 過去３年間に自己都合で退職した放課後児童支援員等の勤務年数別人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）－５ 職員の職場定着のための取組 

     ＜現在取り組んでいること＞             ＜今後取り組みたいこと＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③望む支援について 

・職員を安定的に雇用していくために望む公的支援は、「職員の給与改善に関する公的支援の充実」

が 65.1％で最も多く、次いで「放課後児童クラブに勤務する人々の社会的評価を高める取組」

が 50.9％で続いています。 

（３）－１ 職員を安定的に雇用していくために望む公的支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年未満 45 人 (35.7%) 95 人 (37.7%) 118 人 (37.7%)

１年～３年 47 人 (37.3%) 107 人 (42.5%) 144 人 (46.0%)

３年～５年 20 人 (15.9%) 23 人 (9.1%) 27 人 (8.6%)

５年～７年 3 人 (2.4%) 9 人 (3.6%) 4 人 (1.3%)

７年～10年 5 人 (4.0%) 3 人 (1.2%) 3 人 (1.0%)

10年～15年 6 人 (4.8%) 9 人 (3.6%) 13 人 (4.2%)

15年～20年 0 人 (0.0%) 0 人 (0.0%) 1 人 (0.3%)

20年以上 0 人 (0.0%) 6 人 (2.4%) 3 人 (1.0%)

合　　計 126 人 (100%) 252 人 (100%) 313 人 (100%)

平成30年 令和元年 令和２年

職員間のミーティングの充実

職場の和やかな雰囲気づくり

給与水準の引き上げ

休暇を取得しやすい環境整備

施設内研修内容の充実

相談窓口の充実

パワハラ、セクハラ防止策の充実

全体（n=232） （単位：％） 全体（n=232）

(上位7項目）

76.3

66.4

51.7

43.5

42.2

31.9

30.6

050100

30.2

42.7

38.4

52.6

30.6

19.0

21.1

0 50 100

職員の給与改善に関する
公的支援の充実

放課後児童クラブに勤務する人々の
社会的評価を高める取組

教育・研修制度の充実

加配職員雇用のための支援の充実

非正規から正規への雇用を
安定的に継続する取組

人材バンクの創設

社会保険・雇用保険の事業主負担の軽
減

全体（n=232） （単位：％）

（上位7項目）

65.1

50.9

50.4

50.4

46.6

31.5

27.2

0 40 80
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④処遇改善等の実施状況 

・放課後児童支援員等処遇改善事業の活用状況については、「活用していない」が 45.7％で最も多

く、次いで「一部活用している」が 27.2％で続いています。 

・「一部活用している」理由は「その他」が 65.1％で最も多く「市町が上限を決めている」など、

次いで「他の業務に従事している職員との均衡が図れないため」が 25.4％で続いています。 

「活用していない」理由は「事務負担が大きいため」が 45.3％で最も多く「公募プロポーザル

のため仕様書の見直しが負担」などの理由が挙げられています。 

・放課後児童支援員キャリアアップ処遇改善事業の活用状況については、「活用していない」が

48.3％で最も多く、次いで「満額活用している」が 34.5％で続いています。 

・「一部活用している」理由は「その他」が 47.4％で最も多く「市町が上限を決めている」など、

次いで「他の業務に従事している職員との均衡が図れないため」が 26.3％で続いています。 

「活用していない」理由は「その他」が 50.0％で最も多く「補助基準額を超えた給与体系とな

っている」などの理由が挙げられています。 

（４）－１ 放課後児童支援員等処遇改善事業の活用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）－２ 放課後児童支援員キャリアアップ処遇改善事業の活用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体（n=232）

合計 34.5 8.2 48.3 9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満額活用している 一部活用している

活用していない 無回答

全体（n=232）

合計 20.7 27.2 45.7 6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満額活用している 一部活用している

活用していない 無回答

〔処遇改善事業〕 
支援員等の処遇改善に取り組むととも

に、18 時半を超えて事業を行う職員の賃
金改善を行い、保育所との開所時間の乖
離を縮小し、児童の安全・安心な居場所

を確保 

〔キャリアアップ処遇改善事業〕 
支援員の経験等に応じた処遇の改善を促

進し、児童の安全・安心な居場所を確保 

その他

他の業務に従事している

職員との均衡が図れないため

事務負担が大きいため

無回答

全体（n=63） （単位：％）

65.1

25.4

6.3

4.8

0 40 80

事務負担が大きいため

その他

平日の開所時間が

１８時３０分を超えていない

規程等の整備ができていない

休日の開所時間が８時間未満である

他の業務に従事している

職員との均衡が図れないため

無回答

年間開所日数が２５０日未満である

全体（n=106） （単位：％）

45.3

25.5

21.7

7.5

1.9

0.9

0.9

-

0 30 60

その他

他の業務に従事している

職員との均衡が図れないため

事務負担が大きいため

無回答

全体（n=19） （単位：％）

47.4

26.3

26.3

5.3

0 40 80
その他

事務負担が大きいため

規程等の整備ができていない

他の業務に従事している

職員との均衡が図れないため

経験年数等に応じた定期昇給等の

仕組みの導入に努めていない

無回答

全体（n=112） （単位：％）

50.0

41.1

5.4

3.6

0.9

0.9

0 30 60
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（２）放課後児童支援員調査 

①労働環境に関すること 

・１週間当たりの平均的な労働時間は、「週 30 時間～40 時間未満」が 28.6％で最も多く、次いで

「週 10 時間～20 時間未満」が 22.6％で続いています。 

（１）－１ １週間当たりの平均的な労働時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

・給与の妥当性は、「妥当だと思う」が 37.0％で最も多いが、「やや安いと思う」28.6％と「安い

と思う」24.5％を合わせると、半数以上が安いと思っています。 

・給与を安いと思う理由は、「責任が重い」が 34.7％で最も多く、次いで「生計を維持するのに足

りない」が 15.0％で続いています。 

・労働条件や労働環境についての不満は、「給与」が 29.8％で最も多く、次いで「仕事の責任の重

さ」が 26.7％で続いています。 

（１）－２ 給与の妥当性 

 

 

 

 

 

（１）－３ 安いと思う理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）－４ 労働条件や労働環境についての不満      （１）－５ 給与 年収ベース（総支給額） 

 

 

 

 

 

 

 

週１０時間未満

週１０時間～２０時間未満

週２０時間～３０時間未満

週３０時間～４０時間未満

週４０時間～５０時間未満

週５０時間以上

無回答

全体（n=889） （単位：％）

9.7

22.6

19.9

28.6

15.0

1.2

3.0

0 20 40

給与

仕事の責任の重さ

職場内の人間関係

事故への不安

勤務施設の環境

特に不満はない

雇用形態

全体（n=889） （単位：％）

（上位7項目）

29.8

26.7

20.9

20.4

16.4

14.5

12.7

0 20 40

１０３万円未満

１０３万円～２００万円未満

２００万円～３００万円未満

３００万円～４００万円未満

４００万円～５００万円未満

５００万円～６００万円未満

６００万円以上

無回答

全体（n=889） （単位：％）

23.3

34.1

27.3

11.0

2.1

0.3

0.1

1.7

0 20 40

全体（n=889）

合計
0.8

2.9

37.0 28.6 24.5 5.5 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高いと思う やや高いと思う 妥当だと思う やや安いと思う

安いと思う わからない 無回答

責任が重い

生計を維持するのに足りない

無回答

仕事の量が多い

職務内容のレベルが高い

その他

保護者の対応が大変

体力的にきつい

勤務時間が長い

全体（n=472） （単位：％）

34.7

15.0

15.0

13.6

7.6

4.7

4.4

4.2

0.6

0 20 40
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・現場での悩みについては、情緒が不安定、落ち着きがないなどで集団生活が困難など「配慮が必

要な児童への対応」が 70.3％で最も多く、次いで「保護者への対応」が 50.4％で続いています。 

（１）－６ 現場での悩み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②今後の就業意向 

・今後の就業意向は、「現在の施設で放課後児童支援員として働き続けたい」が 72.6％で最も多

く、次いで「未定」が 12.0％で続いています。 

・働き続けたい理由については、「通勤が便利」が 68.2％で最も多く、次いで「職場の人間関係が

よい」が 53.3％で続いています。 

（２）－１ 今後の就業意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）－２ 働き続けたい理由 

 

 

  

全体（n=889）

合計 72.6 5.7 5.3

2.0

12.0 2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在の施設で放課後児童支援員として働き続けたい

他施設で放課後児童支援員として働き続けたい

放課後児童クラブ以外の職場で働きたい

仕事はしない

未定

無回答

通勤が便利

職場の人間関係がよい

勤務時間が希望に合っている

休暇が取りやすい

保護者との関係が良好である

定年後も働ける仕組みがある

放課後児童クラブの理念・方針が自分の考えと一致している

全体（n=645） （単位：％）

（上位7項目）

68.2

53.3

39.7

29.6

26.7

20.2

17.8

0 40 80

配慮が必要な児童への対応

保護者への対応

事故発生時の対応

障害児への対応

学校・地域との連携

衛生管理

体力的に子どもと一緒の活動

全体（n=889） （単位：％）

（上位7項目）

70.3

50.4

43.3

39.1

26.4

24.6

22.0

0 40 80
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（３）補助員調査 

①放課後児童支援員としての就業希望 

・放課後児童支援員になろうと思うかは、「はい」が 61.4％、「いいえ」が 36.3％となっています。 

・放課後児童支援員になろうと思わない理由は、「本人の健康面や体力面に不安がある」が 32.8％

で最も多く、次いで「他の職種への興味・関心」が 25.1％で続いています。 

（１）－１ 放課後児童支援員になろうと思うか 

 

 

 

 

（１）－２ 放課後児童支援員になろうと思わない理由 

 

 

 

 

 

 

②労働環境に関すること 

・１週間当たりの平均的な労働時間は、「週 10 時間～20 時間未満」が 44.0％で最も多く、次いで

「週 10 時間未満」が 22.3％で続いています。 

（２）－１ １週間当たりの平均的な労働時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体（n=746）

合計 61.4 36.3 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

本人の健康面や体力面に不安がある

他の職種への興味・関心

自分の適性、能力への不安

責任の重さ、命を預かることへの不安

出産・子育て・家事・介護など家庭との両立が難しい

全体（n=271） （単位：％）

（上位5項目）

32.8

25.1

23.6

19.6

12.5

0 20 40

週１０時間未満

週１０時間～２０時間未満

週２０時間～３０時間未満

週３０時間～４０時間未満

週４０時間～５０時間未満

週５０時間以上

無回答

全体（n=746） （単位：％）

22.3

44.0

11.8

11.5

2.3

0.4

7.8

0 30 60
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・給与の妥当性は、「妥当だと思う」が 49.1％で最も多く、次いで「やや安いと思う」が 20.2％で

続いています。 

・給与を安いと思う理由は、「責任が重い」が 37.0％で最も多く、次いで「生計を維持するのに足

りない」が 13.0％で続いています。 

・労働条件や労働環境についての不満は、「特に不満はない」が 26.1％で最も多く、次いで「給与」

が 18.9％で続いています。 

（２）－２ 給与の妥当性 

 

 

 

 

（２）－３ 安いと思う理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）－４ 労働条件や労働環境についての不満      （２）－５ 給与 年収ベース（総支給額） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・現場での悩みについては、情緒が不安定、落ち着きがないなどで集団生活が困難など「配慮が必

要な児童への対応」が 70.5％で最も多く、次いで「事故発生時の対応」が 39.3％で続いていま

す。 

（２）－６ 現場での悩み 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に不満はない

給与

仕事の責任の重さ

事故への不安

職場内の人間関係

勤務施設の環境

仕事内容

全体（n=746） （単位：％）

（上位7項目）

26.1

18.9

18.1

18.1

15.8

15.1

7.9

0 20 40

１０３万円未満

１０３万円～２００万円未満

２００万円～３００万円未満

３００万円～４００万円未満

４００万円～５００万円未満

５００万円～６００万円未満

６００万円以上

無回答

全体（n=746） （単位：％）

68.1

22.4

6.6

0.7

-

-

-

2.3

0 40 80

全体（n=746）

合計
2.4

3.5

49.1 20.2 16.8 6.8 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高いと思う やや高いと思う 妥当だと思う やや安いと思う

安いと思う わからない 無回答

責任が重い

生計を維持するのに足りない

無回答

職務内容のレベルが高い

仕事の量が多い

体力的にきつい

その他

保護者の対応が大変

勤務時間が長い

全体（n=276） （単位：％）

37.0

13.0

13.0

12.0

9.8

8.0

4.0

2.5

0.7

0 20 40

配慮が必要な児童への対応

事故発生時の対応

障害児への対応

保護者への対応

体力的に子どもと一緒の活動

衛生管理

学校・地域との連携

全体（n=746） （単位：％）

（上位7項目）

70.5

39.3

35.9

33.5

26.0

16.8

15.8

0 40 80
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③今後の就業意向 

・今後の就業意向は、「現在の施設で補助員として働き続けたい」が 36.6％で最も多く、次いで「現

在の施設で放課後児童支援員として働き続けたい」が 24.9％で続いています。 

・働き続けたい理由については、「通勤が便利」が 71.7％で最も多く、次いで「職場の人間関係が

よい」が 58.0％で続いています。 

 

（３）－１ 今後の就業意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）－２ 働き続けたい理由 

 

 

 

  

全体（n=746）

合計 36.6 24.9

1.9 2.0

5.8 4.2 13.9 10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在の施設で補助員として働き続けたい 現在の施設で放課後児童支援員として働き続けたい

他施設で補助員として働き続けたい 他施設で放課後児童支援員として働き続けたい

放課後児童クラブ以外の職場で働きたい 仕事はしない

未定 無回答

通勤が便利

職場の人間関係がよい

勤務時間が希望に合っている

休暇が取りやすい

定年後も働ける仕組みがある

給与が希望に合っている

放課後児童クラブの理念・方針が自分の考えと一致している

全体（n=459） （単位：％）

（上位7項目）

71.7

58.0

56.2

26.4

18.5

9.6

9.4

0 40 80
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（４）事務職員調査 

①放課後児童支援員としての就業希望 

・放課後児童支援員になろうと思うかは、「はい」が 9.7％、「いいえ」が 80.6％となっています。 

（１）－１ 放課後児童支援員になろうと思うか 

 

 

 

 

 

 

②労働環境に関すること 

・１週間当たりの平均的な労働時間は、「週 10 時間未満」と「週 30時間～40 時間未満」が 19.4％

で最も多く、次いで「週 20 時間～30時間未満」が 16.1％で続いています。 

（２）－１ １週間当たりの平均的な労働時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・給与の妥当性は、「妥当だと思う」が 29.0％で最も多く、次いで「やや安いと思う」が 25.8％で

続いています。 

・給与を安いと思う理由は、「仕事の量が多い」が 46.2％で最も多く、次いで「責任が重い」が

30.8％で続いています。 

・労働条件や労働環境についての不満は、「特に不満はない」が 38.7％で最も多く、次いで「給与」

が 22.6％で続いています。 

（２）－２ 給与の妥当性 

 

 

 

 

（２）－３ 安いと思う理由 

 

 

 

 

 

 

 

全体（n=31）

合計 9.7 80.6 9.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

週１０時間未満

週１０時間～２０時間未満

週２０時間～３０時間未満

週３０時間～４０時間未満

週４０時間～５０時間未満

週５０時間～６０時間未満

週６０時間以上

無回答

全体（n=31） （単位：％）

19.4

9.7

16.1

19.4

6.5

3.2

-

25.8

0 20 40

全体（n=31）

合計 6.5 6.5 29.0 25.8 16.1 12.9 3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高いと思う やや高いと思う 妥当だと思う やや安いと思う

安いと思う わからない 無回答

仕事の量が多い

責任が重い

職務内容のレベルが高い

その他

勤務時間が長い

保護者の対応が大変

生計を維持するのに足りない

無回答

全体（n=13） （単位：％）

46.2

30.8

15.4

7.7

-

-

-

-

0 30 60
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（２）－４ 労働条件や労働環境についての不満   （２）－５給与 年収ベース（総支給額） 

 
 

 

③今後の就業意向 

・今後の就業意向は、「現在の施設で事務員として働き続けたい」が 67.7％で最も多く、次いで「未

定」が 12.9％で続いています。 

・働き続けたい理由については、「勤務時間が希望に合っている」が 57.1％で最も多く、次いで「通

勤が便利」が 42.9％で続いています。 

 

（３）－１ 今後の就業意向 

 

 

 

 

 

 

 

（３）－２ 働き続けたい理由 

 

 

 

  

特に不満はない

給与

仕事の責任の重さ

仕事内容

職場内の人間関係

勤務先で将来への展望が見えない

保護者への対応

全体（n=31） （単位：％）

（上位7項目）

38.7

22.6

12.9

9.7

6.5

6.5

6.5

0 20 40

１０３万円未満

１０３万円～２００万円未満

２００万円～３００万円未満

３００万円～４００万円未満

４００万円～５００万円未満

５００万円～６００万円未満

６００万円以上

無回答

全体（n=31） （単位：％）

48.4

12.9

9.7

19.4

6.5

-

-

3.2

0 30 60

全体（n=31）

合計 67.7 3.2 6.5 12.9 9.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在の施設で事務員として働き続けたい 現在の施設で支援員等として働き続けたい

他施設で事務員として働き続けたい 他施設で支援員等として働き続けたい

放課後児童クラブ以外の職場で働きたい 仕事はしない

未定 無回答

勤務時間が希望に合っている

通勤が便利

職場の人間関係がよい

休暇が取りやすい

定年後も働ける仕組みがある

放課後児童クラブの理念・方針が自分の考えと一致している

子育て中の職員への配慮がある

全体（n=21） （単位：％）

（上位7項目）

57.1

42.9

38.1

28.6

28.6

14.3

9.5

0 40 80
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４．まとめ 

（１）調査結果から見えてきたこと 

 ○回答があった施設のうち、１日当たり平均利用者が 41人以上となっているのは約２割、児童

１人当たりの専用区画面積が 1.65 ㎡未満となっているのは約 1割であり、概ね設備運営基準

を満たしている。 

○勤続年数が３年未満の退職者が多い。 

 ○職場定着のため今後取り組みたいことで、休暇を取得しやすい環境整備や職場の和やかな雰

囲気づくりが上位となっており、働きやすい職場環境づくりを目指している。 

 ○責任の重さから、仕事に見合った給与となっていないため、給与に関する不満が多くなって

いる。 

  ○支援員・補助員ともに、現場での悩みとして、情緒が不安定、落ち着きがないなどで集団生活

が困難など配慮が必要な児童への対応が最も多くなっている。 

 ○支援員・補助員・事務職員ともに、今後も現在の施設で働き続けたいと考えている者が多い。 

 

（２）実態調査を踏まえた今後の取組の方向性 

〔放課後児童クラブの質の向上〕 

○今年度から実施している放課後児童クラブ巡回支援事業において、事故防止や配慮を必要と

する子どもへの支援などについて助言・指導等を行うとともに、市町担当者への制度説明や情

報交換を定期的に行うことにより、好事例の取組の横展開を図り、放課後児童クラブの質の向

上を図ります。 

〔人材確保〕 

  ○放課後児童支援員認定資格研修の受講要件を緩和し、一般募集することにより、支援員の担

い手の裾野拡大を図ります。 

○市町と支援員等の処遇改善に向けた課題解決を一緒に考えたり、職場定着のための取組を進

めるなど、人材確保を図ります。 

○放課後児童クラブで働く職員の離職防止を図るとともに、安定的に人材を確保するため、処遇

改善に向け運営費の拡充などを引き続き国に対し要望します。 

〔放課後児童支援員等の資質向上〕 

  ○これまでから実施している放課後児童支援員等資質向上研修のカリキュラムについて、支援

員等の経験年数に応じた内容や障害児受け入れに必要となる知識を習得する研修など、資質

の向上を図ります。 

   

今回の調査結果から見えてきた実態を踏まえ、支援員等の処遇改善、人材育成、労働環境の改

善による働きやすい職場環境づくりを促進するなど、より一層放課後児童クラブの質の向上に

向けた取組を実施していきます。 

 


